
1）一般社団法人日本医療安全調査機構

副理事長　森　　　　正　樹

　平成 27 年 10 月 1 日に施行された医療事故調査制度の支援センターとして平成 27 年 8 月 17 日，当機構
が医療事故調査・支援センターとして指定を受けた．（平成 27 年 8 月 17 日付厚生労働省告示第 348 号）
　本制度開始以降，医療事故報告件数は 1,234 件．院内調査の結果報告は 908 件．相談件数は，6,250 件．
センター調査の依頼は 81 件となっている．
　医療事故の再発防止に向けた提言を第 6号まで公表した．

第 1号　中心静脈穿刺合併症に係る死亡の分析―第 1報―
第 2号　急性肺血栓塞栓症に係る死亡事例の分析
第 3号　注射剤によるアナフィラキシーに係る死亡事例の分析
第 4号　気管切開術後早期の気管切開チューブ逸脱・迷入に係る死亡事例の分析
第 5号　腹腔鏡下胆嚢摘出術に係る死亡事例の分析
第 6号　栄養剤投与目的に行われた胃菅挿入に係る死亡事例の分析

　医療法改正により医療事故調査・支援センターへ遺族等から相談があった場合，相談の内容等を病院等
の管理者に伝達することが可能となり，また，医療事故報告書の分析等に基づく再発防止等の検討を充実
させるため，病院等の管理者の同意を得て，必要に応じて，医療事故調査報告書の内容に関する確認・照
会等を行うことが可能となった．
　一般社団法人日本医療安全調査機構（http://www.medsafe.jp/）

16．倫理委員会

委員長　小　野　　　　稔

1．「日本外科学会学術集会への演題応募における倫理的手続きに関する指針」について
　日本腹部救急医学会，日本消化器外科学会ならびに日本消化器関連学会機構（JDDW）が既に取り組ま
れている倫理的手続きを参考に，本会としても「日本外科学会学術集会への演題応募における倫理的手続
きに関する指針」の作成に着手し，第 119 回定期学術集会の演題募集から試行した．また，試行後の内容
を踏まえて検証作業を行い，第120回定期学術集会の演題募集からの本格運用に向けて準備を進めている．
　なお，本会ホームページに「日本外科学会学術集会への演題応募における倫理的手続きに関する指針」
の解説動画を公開している．
　※‌�「日本外科学会学術集会への演題応募における倫理的手続きに関する指針」は，平成29年 2月 28日に
一部改正された「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」にも合わせた内容とした．

2．行政処分を受けた会員について
　厚生労働省より不正行為を行った医師に対して行政処分のあった本会会員には，定款第 9条に基づき，
懲戒処分をしている．
　対象会員には，行政処分で下された医業停止期間に合わせて，学会活動停止の懲戒処分を予定し，定款
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施行細則第 9号の懲戒に関する規則に則り，調査委員会により調査の上，平成 30 年度の懲戒処分者は，3
名であった．

3．「日本外科学会研究倫理審査委員会」について
　本委員会の専門部会として，平成30年 4月 4日より「日本外科学会研究倫理審査委員会」の内規が施行
した．
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